
学力向上研究班 令和５年３月

令和４年度久留米市教育センター調査研究

組織的・日常的な「授業改善」に
つながる校内研修ガイド

令和４年度調査研究協力校である荒木小学校
の校内研修の取組を参考に作成しました。

校内研修担当者や学力向上コーディネーター等の
先生方に読んでいただきたい！

学力向上への主な鍵は、「授業改善」
です。この「授業改善」による学力向
上を推進していくための校内研修の
在り方を「組織的」「日常的」の視点
から紹介します。



組織的な「授業改善」

チーム研修による校内研修の推進

※特別支援学級担任は、学級の児童の実態に合わせて学年チームへ

各学年チームでは、学年主任や研修部員が
中心となり、研修を推進していきます。

研究主任等は各学年主任と連携を図り、研
修日程の連絡調整、進捗状況の確認、授業
改善等へのアドバイトなどのマネジメントを
行います。 研究主任等

【チーム研修のよさ】
〇学年会の折に、チーム研修を位置付けることで継続的、効率的に推進
できる。
〇学年チームに所属する先生方の強み（指導性）を生かして授業改善を
図ることができる。⇒若年教員へのＯＪＴとしても有効



日常的な「授業改善」

授業改善シートによる校内研修の推進
※「授業改善シート」は荒木小学校の「授業１ミリ
改革シート」を基に、再考したものです。授業改善シート
活用手順①【Ｐ段階】チーム研修にて
・各学年で実施する時期、教科等、単元を設定
・育成したい児童生徒の姿を設定
・高めたい教師の指導力量を設定

活用手順②【Ｐ段階】チーム研修にて
・実施予定単元（本時学習活動）における支援の
焦点化（導入、展開、終末）
・育成したい児童生徒の姿の具現化に向けた拠氏
の支援の具体と学習活動を設定

活用手順③【Ｄ段階】
・Ｐ段階で計画したことを基に、授業を実施

活用手順④【Ｃ段階】
・Ｄ段階における授業で実施した学習活動や教師
の支援の有効性について、「授業診断セルフチェッ
ク」を使って成果と課題を検討（※下記参照）

活用手順⑤【Ａ段階】
・Ｃ段階で検討した成果と課題を基に、次のＰ・Ｄ
段階で実施する単元、学習活動及び教師の支援
の在り方を検討

Ｃ段階における「授業診断セルフ
チェック」の活用とは？

児童用教師用

1.実証単元終了後、教師、児童それぞれに
実施（Googleフォームにて入力）。
2.入力したデータをレーダーチャートで表示

３．レーダーチャートの教師と児童のポイント
差が大きい箇所等から学習活動や支援の
有効性を検討
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【授業改善シート・授業セルフチェックのよさ】
〇 単元（本時学習）における学習活動や教師の支援の在り方を焦点化すること
で検証がより具体的に行うことができる。
〇 児童生徒のノート、様相観察等だけでなく、授業セルフチェックのデータを組み
合わせて、より客観的な視点も取り入れながら、授業改善について検討できる。

今年度の調査研修（学力向上研究班）の詳細については、
下記のＱＲコードから動画を参照ください。
※調査研究の動画は、「久留米市内限定」になっています。


